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【6.6.4.12】韓国における商標を対象にした企業動向調査                            

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

韓国における商標は、韓国の商標と韓国を指定した国際商標の 2 つがある。韓国の商標および韓国を

指定する国際商標については韓国特許庁（以下、KIPO）が提供する KIPRIS(Korea 

Intellectual Property Rights Information Service)を使って調査することができる。また韓国を

指定する国際商標については、欧州連合知的財産庁(以下、EUIPO)が提供する TMview と世界知

的所有権機関（以下、WIPO）が提供する Global Brand Database がある。KIPRIS には KIPO

が独自に採用・付与している出願人コードが収録されていることから、その出願人コードを利用した事例を

紹介する。 

 

2）検索事例                                                                       

KIPRIS の検索画面は下記URL から接続することができる。 

http://engdtj.kipris.or.kr/engdtj/searchLogina.do?method=loginTM 

 

 

 

 

 

 

 

  

競合他者の韓国におけるブランド展開の動向を確認したい。 

どうすれば良いだろうか？ 

Q 

商標、番号、名義、分類、類似群コードなど

様々な検索項目の組み合わせ検索が可能な

ので、基本的にはこちらを使う(advanced 

search) 

http://engdtj.kipris.or.kr/engdtj/searchLogina.do?method=loginTM
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◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および対象企業を設定した。 

 

 

 

 

 

◆実践編 

韓国商標に対する検索を行うために、KIPRIS の「Advanced search」をクリックすると、以下のような

検索画面が表示される。 

 

 

はじめに、調査対象企業に付与されている出願人コードを把握するための検索を行う。具体的には① 

の「Applicant(AP)」の横に表示されている「guide」アイコンをクリックすると以下の画面が表示されるの

で、出願人名「Name/No./Address」に調査対象企業名を入力する。子会社や関連会社の有無を

調査目的：競合他者の韓国における 2010 年以降のブランド展開動向を確認する。 

調査対象企業：LG Electronics  

出願期間：2010.01.01～2016.12.31 

調査対象国および地域：韓国 
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把握したい場合やこれらの子会社なども含めて検索したい場合には ”＊”（アスタリスク）を使用すれば

前方一致検索も可能である1。本事例の場合、【LG Electro*】と入力し「Search」をクリックすると以下

のように表示され、「LG Electronics」の出願人コードが「119980002758および120020128403」

であることを確認することができた。 

本事例のように関連会社や現地法人など表記揺れについても確認することが重要である。 

 

 

上記のとおり表示された「出願人コード（119980002758 および 120020128403）」をクリックする

と、同じ画面の下部に出願人コードが自動転記される。 

 

 

次に「Query Selection」をクリックすることにより、Advance search 画面に検索対象とする出願人コ

                                                   
1 GUIDE をクリックして表示される検索画面ではアスタリスクを使うと前方一致検索となるが advanced search などでは

クエスチョンマーク（？）が前方一致検索のコマンドとなる。   
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ードを自動的に転記させることができる。 

 

ここまでの作業を行うと、調査対象企業の出願人コードが advanced search の「Applicant(AP)」①

に入力される。もし適切な出願人コードがない場合には、この欄に名義を直接入力することになる。 

 

 

続いて、出願日の範囲を設定する。今回は 2010 年以降の企業動向を調査する前提としているので、

「Application Date(AD)」②に【20100101】および【20161231】を入力し、範囲指定したうえで

「Search」 をクリックする。 

 

 

このように入力し検索した結果、以下のような情報が得られた。 

２
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検索結果は、表計算ソフトのアイコンから CSV形式で出力することができる。なお、出力されるデータには

商標イメージは含まれない。出力したデータはグラフを作成するなど企業動向の分析に活用することができ

る。なお、出力対象を選択する際には検索結果表示画面（30件から 150件単位）ごとにチェックマー

クを付与する必要があるため注意が必要である。（検索結果が 300件、1 ページの表示件数が 30 件

の場合、10 回ページ送りを行い、ページごとにチェックを行う必要がある。） 

 

また、検索結果表示画面の左側にはカテゴリー、スタータスを選択することによって表示内容を変更できる

機能も用意されている。権利状況を登録済みである「Registered」に限定したところ、以下のようになっ

た。 
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「Trademark Type」商標タイプの選択も可能である。 

 

さらに、「Group」という表示の下に用意されている「similar group」、「classification」の view ボタン

をクリックすれば、類似群、区分別の件数を確認することができる。 
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また、それぞれの番号をクリックすれば指定したものだけに限定して表示することができる。 

 

例えば区分 21 をクリックしてみると、該当する 9件の情報が表示される。 
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検索結果一覧の商標名をクリックすれば詳細な情報が表示される。権利状況やどのようなルートで出願

されているかなどを確認することもできる。 

 

＜詳細情報の例＞

 

 

◆まとめ 

KIPO が提供する KIPRIS を利用すれば、調査対象とする企業がどの様な商標を韓国に出しているか、

登録件数、国際分類（ニース分類）ごとの件数などの情報を得ることができ、これらを基に動向分析を

することもできる。 

 

 

 

 

 

KIPRIS には出願人コードが収録されているので、企業を特定する際に利

用すると良い。 

検索結果表示画面の左側に用意されている各種絞り込み機能を利用すれ

ば、商標タイプ、権利状況、類似群、区分別の件数を簡単に確認することが

できる。 

Point 


